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は
じ
め
に

　

本
誌
第
十
四
号
︵
平
成
二
十
六
年
︶
に
﹁
大
阪
市
立
美
術
館
蔵
﹁
洛
中
洛
外

図
屏
風
﹂︵
田
万
家
旧
蔵
本
︶
の
研
究
﹂
を
載
せ
た
。
大
阪
市
美
本
に
関
す
る

各
専
門
分
野
か
ら
の
従
来
の
指
摘
、言
及
を
可
能
な
限
り
網
羅
的
に
拾
い
出
し
、

そ
れ
ら
の
検
証
を
通
じ
て
科
研
Ｃ
群︵
従
来
、
林
家
本
系
と
呼
ば
れ
る
作
品
群
︶

に
お
け
る
新
た
な
位
置
づ
け
を
探
っ
た
。

　

そ
こ
で
十
分
な
検
討
が
及
ば
な
か
っ
た
事
象
と
し
て
、
町
家
の
形
態
、
飛
雲

閣
を
含
む
西
本
願
寺
の
寺
観
、
淀
周
辺
の
景
観
、
諸
職
、
群
像
の
描
写
な
ど
を

あ
げ
た
。
順
次
こ
れ
ら
に
関
し
て
補
論
を
加
え
て
ゆ
く
考
え
で
あ
る
が
、
ま
ず

本
稿
で
は
町
家
の
建
築
表
現
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
第
二
定
型
諸
本
の
町
家
を

め
ぐ
る
近
年
の
絵
画
史
料
論
を
ふ
ま
え
つ
つ
、大
阪
市
美
本
の
描
写
を
確
認
し
、

前
稿
で
得
た
科
研
Ｃ
群
に
お
け
る
そ
の
位
置
づ
け
を
補
完
し
て
お
き
た
い
。

一　

分
析
事
象
│
町
家
の
富
裕
表
現

　

林
原
本
︵
林
原
美
術
館
蔵
︶
は
第
二
定
型
諸
本
の
な
か
で
も
特
徴
あ
る
町
家

の
建
築
表
現
を
有
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
建
築
史
の
谷
直
樹
氏
は
、
十

七
世
紀
前
半
に
お
け
る
京
都
の
町
家
建
築
の
意
匠
、
技
法
面
で
の
多
様
的
発
展

の
特
質
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
見
方
か
ら
林
原
本
の
描
写
に
早
く

か
ら
言
及
し
、
続
く
十
七
世
紀
後
半
に
は
触
書
な
ど
の
建
築
規
制
に
よ
り
、
そ

の
町
な
み
が
均
一
化
の
方
向
へ
転
じ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た︵

１
︶。
近
年
で
は
丸

山
俊
明
氏
、
高
屋
麻
里
子
氏
ら
が
、
林
原
本
ほ
か
第
二
定
型
作
品
に
描
か
れ
た

町
家
の
多
様
性
を
、安
定
回
復
し
た
都
市
の
町
人
層
ら
の
財
力
を
象
徴
す
る﹁
富

裕
表
現
﹂、﹁
富
裕
の
印
﹂
と
位
置
づ
け
、
建
築
史
の
立
場
か
ら
絵
画
史
料
論
的

分
析
を
試
み
て
い
る︵

２
︶。

　

と
く
に
注
目
し
た
い
の
は
丸
山
氏
の
論
考
で
、
第
二
定
型
諸
本
を
中
心
と
す

る
絵
画
史
料
と
十
七
世
紀
後
半
の
建
築
規
制
に
関
わ
る
文
献
史
料
に
基
づ
き
、

近
世
京
都
の
町
な
み
景
観
を
特
徴
づ
け
る
富
裕
表
現
の
変
遷
を
考
察
し
た
。
豊

臣
政
権
の
二
階
建
て
政
策
以
降
、﹁
多
層
・
多
様
化
﹂
が
進
ん
だ
京
都
の
町
な

み
は
、
寛
永
十
九
年︵
一
六
四
二
︶の
京
都
所
司
代
に
よ
る
触
書
を
転
換
点
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
建
築
規
制
の
影
響
で
﹁
低
層
・
均
質
化
﹂
へ
と
向
か
っ
た
。
そ
し

て
宝
永
大
火
︵
一
七
〇
八
︶
後
の
復
興
で
、
残
っ
て
い
た
表
蔵
が
敷
地
奥
に
曳

か
れ
て
そ
の
変
容
を
完
了
さ
せ
る
、
と
結
論
づ
け
て
い
る︵

３
︶。

　

言
及
さ
れ
た
作
品
個
々
の
制
作
期
の
認
識
に
つ
い
て
は
、
美
術
史
的
な
見
地

大
阪
市
立
美
術
館
蔵「
洛
中
洛
外
図
屏
風
」（
田
万
家
旧
蔵
本
）の
研
究
・
補
論（
一
）

知
　
念
　
　 

理
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か
ら
修
正
の
余
地
も
残
る
と
考
え
る
が
、
描
か
れ
た
町
家
の
富
裕
表
現
と
洛
中

洛
外
図
の
制
作
年
代
に
一
定
の
同
期
・
連
動
性
を
み
る
同
氏
の
絵
画
史
料
論
の

﹁
前
提
﹂
は
た
い
へ
ん
興
味
深
い
。
後
述
の
よ
う
に
、
専
門
的
立
場
を
違
え
る

美
術
史
的
観
点
か
ら
も
広
く
検
証
を
試
み
る
べ
き
事
象
で
は
な
い
か
と
考
え
る

か
ら
で
あ
る
。

　

丸
山
氏
が
一
連
の
論
考
の
中
で
説
く
、
ま
ず
﹁
多
層
・
多
様
化
﹂
へ
、
そ
の

後
﹁
低
層
・
均
質
化
﹂
へ
、
と
い
う
十
七
世
紀
京
都
の
町
な
み
の
変
容
は
お
よ

そ
次
の
１
か
ら
４
の
よ
う
な
富
裕
表
現
︵
各
種
建
築
的
様
態
︶
に
よ
っ
て
表
象

︵
絵
画
化
︶
さ
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

　
　

１　

屋
根
︵
杮
葺
、
瓦
葺
︶
と
卯
建

　
　

２　

階
層
︵
厨
子
二
階
、
二
～
四
階
建
、
楼
閣
・
櫓
︶

　
　

３　

土
蔵
造
︵
庭
蔵
、
突
出
内
蔵
、
表
蔵
︶
及
び
各
種
塗
家

　
　

４　

上
層
開
口︵
装
飾
窓
、
板
戸
、
平
格
子
・
出
格
子
、
土
塗
格
子
ほ
か
︶

　

こ
れ
ら
富
裕
表
現
の
十
七
世
紀
に
お
け
る
相
対
的
推
移
に
関
す
る
整
理
を
ひ

と
ま
ず
以
下
に
示
す
。
こ
れ
は
丸
山
氏
の
論
考
を
参
考
に
、
稿
者
自
身
に
よ
る

諸
本
描
写
へ
の
観
察
を
加
味
し
た
現
段
階
で
の
メ
モ
で
あ
る
。
各
時
期
︵
ス
テ

ー
ジ
︶
の
区
切
り
︵
年
代
︶、
第
二
定
型
作
品
の
例
示
に
つ
い
て
は
稿
者
の
作

品
観
に
よ
っ
た
暫
定
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。
と
く
に
﹁
●
低
層
・

均
質
化　

ス
テ
ー
ジ
Ⅰ
︵
寛
永
後
期
～
万
治
頃
︶﹂、﹁
●
低
層
・
均
質
化　

ス
テ

ー
ジ
Ⅱ
︵
寛
文
頃
～
元
禄
︶﹂
の
両
ス
テ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
未
確
認
作
例
も
多

く
あ
り
、
今
後
、
内
容
的
に
大
幅
な
修
正
を
か
け
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。

　

大
阪
市
美
本
は
﹁
●
多
層
・
多
様
化　

ス
テ
ー
ジ
Ⅱ
︵
元
和
～
寛
永
前
期
︶﹂

に
分
類
で
き
る
と
考
え
る
。

〔
町
家
に
関
す
る
富
裕
表
現
の
相
対
的
推
移
と
第
二
定
型
諸
本
〕

　

●
多
層
・
多
様
化　

ス
テ
ー
ジ
Ⅰ
︵
慶
長
～
元
和
初
め
︶

　
　
︵
出
光
本
・
堺
市
博
本
・
京
博
Ａ
本
・
勝
興
寺
本
な
ど
︶

　
　

杮
葺
が
次
第
に
増
加

　
　

厨
子
二
階
・
二
階
建
・
卯
建
が
普
及

　
　

庭
蔵
が
散
見
さ
れ
る
が
表
蔵
は
な
い

　
　

突
出
内
蔵
、
瓦
葺
塗
家
が
出
現

　
　

土
蔵
造
に
土
塗
格
子
︵
ム
シ
コ
︶
が
出
現

　
　

二
階
表
開
口
は
開
放
的
で
、
板
戸
や
平
格
子
が
優
勢

　

●
多
層
・
多
様
化　

ス
テ
ー
ジ
Ⅱ
︵
元
和
～
寛
永
前
期
︶

　
　
︵
神
戸
市
博
本
・
林
家
本
・
大
阪
市
美
本
・
萬
野
Ａ
本
な
ど
︶

　
　

突
出
内
蔵
が
増
加
、
表
蔵
が
出
現

　
　

瓦
葺
塗
家
が
次
第
に
増
加

　
　

土
蔵
造
、
塗
家
の
開
口
に
土
塗
格
子
︵
ム
シ
コ
︶
が
普
及

　
　

二
階
表
開
口
は
平
格
子
に
加
え
出
格
子
が
普
及

　
　

二
階
座
敷
の
居
室
利
用
︵
少
人
数
︶

　

●
多
層
・
多
様
化　

ス
テ
ー
ジ
Ⅲ
︵
元
和
後
半
～
寛
永
前
期
︶

　
　
︵
林
原
本
・
サ
ン
ト
リ
ー
本
・
本
田
家
本
な
ど
︶

　
　

庭
蔵
、
表
蔵
が
高
層
化
、
町
な
み
の
高
低
差
が
顕
著

　
　

瓦
葺
塗
家
が
顕
著
に
増
加

　
　

二
階
表
開
口
の
意
匠
が
多
様
化
︵
多
種
の
格
子
類
と
装
飾
窓
︶

　
　

二
階
座
敷
の
居
室
利
用
︵
多
人
数
︶

　

●
低
層
・
均
質
化　

ス
テ
ー
ジ
Ⅰ
︵
寛
永
後
期
～
万
治
頃
︶

　
　
︵
田
辺
市
美
本
・
歴
博
Ｄ
本
な
ど
︶

　
　

二
階
建
が
減
少
、
厨
子
二
階
が
増
加
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二
階
表
開
口
︵
土
壁
・
土
塗
格
子
・
出
格
子
︶
に
閉
鎖
性

　
　

杮
葺
、
瓦
葺
が
優
勢

　
　

突
出
内
蔵
が
減
少
、
表
蔵
は
存
続

　
　
　
　

※
寛
永
十
九
年
︵
一
六
四
二
︶　

三
階
蔵
規
制

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

二
階
座
敷
と
周
辺
眺
望
規
制

　
　
　
　

※
明
暦
二
年
︵
一
六
五
六
︶　　

表
蔵
規
制

　
　
　
　

※
万
治
二
年
︵
一
六
五
九
︶　　

表
蔵
規
制

　

●
低
層
・
均
質
化　

ス
テ
ー
ジ
Ⅱ
︵
寛
文
頃
～
元
禄
︶

　
　
︵
歴
博
Ｆ
本
・
佛
教
大
本
な
ど
︶

　
　

突
出
内
蔵
、
表
蔵
と
も
急
減
、
庭
蔵
は
存
続

　
　

卯
建
を
あ
げ
る
杮
葺
、
石
置
板
葺
の
厨
子
二
階
が
優
勢

　
　

棟
高
、
軒
先
線
の
平
均
化

　
　

二
階
座
敷
の
居
室
機
能
低
下
︵
無
人
︶

二　

考
察

（
一
）
大
阪
市
美
本
の
町
家
建
築

　

大
阪
市
美
本
の
町
家
建
築
は
、
大
方
が
そ
の
画
面
下
方
︵
お
よ
そ
、
右
隻
は

鴨
川
以
西
、
左
隻
は
堀
川
以
東
︶
の
洛
中
に
配
置
さ
れ
、
板
葺
石
置
屋
根
の
平

屋
建
が
も
っ
と
も
多
数
で
平
均
的
な
町
家
と
み
な
さ
れ
る
。
そ
れ
以
上
の
階
層

を
有
す
る
厨
子
二
階
、
二
階
建
、
三
階
建
の
町
家
を
抽
出
し
、
そ
の
富
裕
表
現

を
整
理
す
る
と
後
掲
【
表
】
の
よ
う
に
な
る
。
町
家
№
①
～
�
の
各
建
築
は
、

図
版
【
図
１
】
～
【
図
15
】
中
の
〇
内
数
字
を
付
し
た
建
築
と
一
致
す
る
。
建

築
種
別
が
特
定
し
か
ね
る
も
の
に
は
？
を
付
し
た
。
建
物
背
面
か
ら
の
俯
瞰
、

金
雲
の
遮
蔽
等
に
よ
り
二
階
表
が
見
え
な
い
町
家
は
【
表
】
に
含
ん
で
い
な
い

が
、突
出
内
蔵
を
含
む
土
蔵
造
が
付
帯
す
る
場
合
は
こ
こ
に
含
め
た
。反
対
に
、

土
蔵
造
で
あ
っ
て
も
、
寺
社
に
関
係
す
る
建
築
と
み
ら
れ
る
も
の
は
こ
こ
に
含

め
て
い
な
い
。

　

出
光
本
な
ど
を
分
類
し
た
﹁
●
多
層
・
多
様
化　

ス
テ
ー
ジ
Ⅰ
︵
慶
長
～
元

和
初
め
︶﹂
と
の
比
較
か
ら
看
取
さ
れ
る
町
家
の
富
裕
表
現
の
傾
向
は
お
よ
そ

以
下
の
六
点
と
な
る
。
〇
内
数
字
は
や
は
り
【
図
１
】
～
【
図
15
】
中
の
当
該

建
築
を
示
す
。

　

１　

表
蔵
の
出
現　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③
⑧
⑬
�
�
�

　

２　

突
出
内
蔵
の
増
加　
　
　
　
　
　
　
　
　

①
⑦
⑨
�
�
�

　

３　

瓦
葺
塗
家
が
増
加　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤
⑥
⑩
⑮
⑯
⑲

　

４　

土
塗
格
子
︵
ム
シ
コ
︶
の
普
及　
　
　
　

①
⑦
⑧
⑨
⑩
⑫
�
�
�
�

　

５　

出
格
子
の
普
及　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④
⑤
⑥
⑨
⑭
�

　

６　

二
階
座
敷
の
居
室
利
用　
　
　
　
　
　
　

⑪
⑭
⑮
⑱

　

大
阪
市
美
本
に
描
か
れ
た
町
家
に
つ
い
て
は
、
従
来
ま
で
は
狩
野
博
幸
氏
が

﹁
町
家
の
形
態
は
二
階
造
り
が
一
般
的
に
な
っ
て
、
処
々
に
瓦
葺
の
屋
根
や
白

亜
の
土
蔵
も
目
に
つ
く
よ
う
に
な
る︵

４
︶。﹂
と
簡
単
に
触
れ
て
い
る
の
み
で
あ
っ

た
が
、
改
め
て
各
種
の
富
裕
表
現
を
念
頭
に
個
々
の
町
家
を
観
察
す
れ
ば
、
さ

ま
ざ
ま
な
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
描
き
分
け
を
意
識
し
た
表
現
が
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

先
出
の
丸
山
氏
は
、
十
七
世
紀
初
頭
に
は
土
蔵
造
、
塗
家
の
開
口
と
し
て
登

場
す
る
土
塗
格
子
︵
ム
シ
コ
︶
の
性
格
を
論
じ
る
な
か
で
、
大
阪
市
美
本
の
⑨

と
⑩
の
町
家
を
元
和
期
の
例
と
し
て
取
り
上
げ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　

 　
﹁
大
阪
市
立
美
術
館
本
﹃
洛
中
洛
外
図
﹄
屏
風
で
も
、
町
家
は
板
葺
に
真

壁
で
、
二
階
表
は
大
開
口
に
板
戸
や
平
格
子
、
出
格
子
。
そ
の
中
で
、
わ
ず

か
な
塗
家
︵
⑩
の
町
家
を
さ
す
：
筆
者
註
︶
が
、
二
階
表
を
土
塗
格
子
の
開

口
に
し
て
い
る
⋮
⋮
大
阪
市
立
美
術
館
本
で
は
庭
蔵
や
、
真
壁
の
町
家
︵
⑨
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の
町
家
を
さ
す
：
筆
者
註
︶
の
板
葺
屋
根
か
ら
突
き
出
す
突
出
内
蔵
に
も
、

土
塗
格
子
の
開
口
が
あ
る
⋮
⋮
こ
れ
ら
土
蔵
建
築
は
土
壁
の
塗
り
重
ね
が
必

要
な
の
で
、
真
壁
以
上
の
建
築
費
用
が
必
要
と
な
る
⋮
⋮
塗
家
や
土
蔵
造
り

の
町
家
は
⋮
⋮
人
目
に
つ
く
富
の
象
徴
で
あ
っ
た
⋮
⋮
わ
ざ
わ
ざ
住
環
境
に

影
響
す
る
土
塗
格
子
の
開
口
を
選
択
し
た
の
は
、
防
火
性
能
の
確
保
だ
け
で

は
な
か
っ
た
。
本
瓦
葺
や
白
漆
喰
の
塗
籠
と
セ
ッ
ト
で
、
富
裕
表
現
と
考
え

て
い
た
と
思
わ
れ
る︵

５
︶。﹂

　

 　
﹁
中
世
の
京
都
の
町
家
に
見
あ
た
ら
な
い
土
塗
格
子
の
開
口
は
、
本
瓦
葺

や
漆
喰
塗
籠
の
大
壁
と
共
に
、
城
郭
建
築
に
意
匠
的
な
根
拠
が
あ
っ
た
可
能

性
が
高
い
。
だ
か
ら
、
富
裕
表
現
に
な
り
得
た
の
で
あ
る︵

６
︶。﹂

　

こ
れ
ら
町
家
の
建
築
表
現
細
部
が
実
景
そ
の
ま
ま
の
写
実
で
な
い
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。
ま
た
作
品
系
統
︵
制
作
工
房
︶
そ
れ
ぞ
れ
の
志
向
性
︵
情
報
選
択
︶

に
も
幅
が
生
じ
て
い
る
だ
ろ
う
が
、
各
種
富
裕
表
現
を
当
該
期
に
お
け
る
都
市
景

観
の
趨
勢
や
特
徴
、
ま
た
そ
の
推
移
を
相
対
的
に
把
握
す
る
の
に
有
効
な
ア
イ
コ

ン
と
位
置
づ
け
た
絵
画
史
料
論
の
方
向
性
は
基
本
的
に
支
持
で
き
る
も
の
だ
ろ
う
。

　

と
同
時
に
、
主
と
し
て
慶
長
か
ら
寛
永
年
間
あ
た
り
ま
で
の
洛
中
洛
外
図
を

考
察
対
象
と
し
て
き
た
美
術
史
的
な
観
点
で
は
、
制
作
年
代
が
そ
れ
ほ
ど
大
き

く
は
隔
た
っ
て
い
な
い
諸
本
間
で
、
町
屋
の
富
裕
表
現
に
は
ど
の
程
度
可
視
的

な
動
き
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
さ
ら
に
局
地
的
な
問
題
に

関
心
を
向
け
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
こ
で
は
﹁
●
多
層
・
多
様
化　

ス
テ
ー
ジ
Ⅱ

︵
元
和
～
寛
永
前
期
︶﹂
に
お
け
る
そ
の
様
相
に
つ
い
て
、
大
阪
市
美
本
と
同
系

の
科
研
Ｃ
群
諸
本
の
比
較
対
照
に
よ
り
若
干
の
検
証
を
試
み
て
お
き
た
い
。

（
二
）
富
裕
表
現
と
制
作
年
代
の
同
期
・
連
動
性

　

比
較
対
象
と
し
て
ま
ず
取
り
上
げ
る
の
は
神
戸
市
博
本︵

７
︶で

あ
る
。
前
稿
で
は

大
阪
市
美
本
の
制
作
を
寛
永
初
頭
頃
と
考
え
た
。
こ
れ
に
対
し
て
神
戸
市
博
本

は
、
科
研
Ｃ
群
の
景
観
類
型
的
な
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
に
近
い
と
推
測
さ
れ
、
こ
の

系
統
で
は
制
作
年
代
が
も
っ
と
も
上
が
る
元
和
初
頭
頃
の
作
例
で
あ
る
。

　

改
め
て
両
本
の
町
家
建
築
を
比
較
し
て
み
る
と
、
神
戸
市
博
本
よ
り
も
明
ら

か
に
大
阪
市
美
本
に
お
い
て
は
各
種
富
裕
表
現
が
強
調
さ
れ
、
そ
の
町
な
み
が

多
層
・
多
様
化
へ
傾
き
を
強
め
て
い
る
様
相
を
把
握
で
き
る
。
二
階
表
を
大
開

口
と
し
、
突
出
内
蔵
を
も
つ
板
葺
石
置
屋
根
の
町
家
は
神
戸
市
博
本
に
も
多
く

描
か
れ
て
お
り【
図
16
】、
大
阪
市
美
本
と
共
通
す
る
富
裕
表
現
で
あ
る
が
、﹁
●

多
層
・
多
様
化　

ス
テ
ー
ジ
Ⅱ
︵
元
和
～
寛
永
前
期
︶﹂
を
特
徴
づ
け
る
他
の

富
裕
表
現
が
、神
戸
市
博
本
で
は
い
ま
だ
初
期
的
段
階
に
あ
る
と
判
断
で
き
る
。

そ
の
目
安
と
な
る
対
照
点
を
列
記
し
よ
う
。

　

・
杮
葺
が
ま
だ
ご
く
少
数
で
、
板
葺
石
置
屋
根
の
割
合
が
圧
倒
的
に
高
い
。

　

・ 

瓦
葺
塗
家
は
一
棟
だ
け
。
ま
た
庭
蔵
、
表
蔵
合
わ
せ
て
三
階
蔵
と
見
れ
る

土
蔵
造
も
一
棟
だ
け
で
、
多
層
性
強
調
の
意
識
は
低
い
。

　

・ 

突
出
内
蔵
ほ
か
土
蔵
造
の
開
口
部
が
、
ど
れ
も
顔
料
剥
落
で
断
定
は
で
き

な
い
が
、
ま
だ
土
塗
格
子
に
な
っ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

　

・ 

二
階
表
開
口
部
に
出
格
子
を
装
置
す
る
の
は
一
棟
だ
け
で
、残
り
は
板
戸
。

平
格
子
も
ほ
と
ん
ど
普
及
し
て
お
ら
ず
、
極
め
て
簡
素
な
意
匠
性
で
、
二

階
の
居
室
利
用
を
示
す
意
識
が
低
い
。

　

科
研
Ｃ
群
に
は
、
二
条
城
前
に
朝
貢
す
る
南
蛮
人
一
行
を
描
き
込
み
、
大
阪

市
美
本
よ
り
や
や
さ
か
の
ぼ
る
元
和
年
間
後
半
頃
の
制
作
と
み
ら
れ
る
林
家
本︵

８
︶

が
あ
る
。
そ
の
町
家
の
富
裕
表
現
は
神
戸
市
博
本
よ
り
は
進
ん
で
、
出
格
子
を

中
心
と
し
た
二
階
表
開
口
な
ど
【
図
17
】、
大
阪
市
美
本
に
か
な
り
接
近
し
て

い
る
と
判
断
さ
れ
る
。

　

一
方
、
科
研
Ｃ
群
に
は
淀
城
天
守
の
存
在
か
ら
寛
永
二
年
︵
一
六
二
五
︶
を
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景
観
年
代
の
上
限
と
し
、
又
衛
兵
風
の
人
物
描
写
や
風
俗
表
現
で
新
傾
向
を
も

つ
萬
野
Ａ
本︵

９
︶︵
現
在
所
在
不
明
︶
が
あ
る
。
大
阪
市
美
本
よ
り
制
作
年
代
が
や

や
遅
れ
る
︵
寛
永
前
期
︶
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
つ
れ
て
さ
ら
に
町
家
の

富
裕
表
現
を
強
め
て
い
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
大
阪
市
美
本
で
は
表
蔵
や
庭
蔵
の
土
蔵
造
の
描
写
が
、
瓦
葺
屋
根

を
俯
瞰
す
る
よ
う
に
描
か
れ
て
比
較
的
存
在
感
に
乏
し
い
表
現
で
あ
っ
た
の
に

対
し
、
萬
野
Ａ
本
で
は
漆
喰
壁
と
瓦
葺
屋
根
が
頭
一
つ
抜
け
た
三
階
蔵
風
に
描

か
れ
、
富
裕
表
現
と
し
て
の
土
蔵
造
の
存
在
感
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
突

出
内
蔵
と
セ
ッ
ト
で
、
必
ず
し
も
塗
家
で
は
な
い
が
瓦
葺
の
町
家
が
増
加
し
て

い
る
の
も
目
に
付
く
【
図
18
】。
さ
ら
に
真
壁
の
町
家
の
二
階
表
開
口
の
意
匠

性
︵
出
格
子
、
装
飾
窓
、
土
塗
格
子
な
ど
︶
も
一
気
に
多
様
化
す
る
な
ど
、
林

原
本
な
ど
が
分
類
さ
れ
る
﹁
●
多
層
・
多
様
化　

ス
テ
ー
ジ
Ⅲ
︵
元
和
後
半
～

寛
永
前
期
︶﹂
に
近
い
性
格
も
含
ん
で
い
る
。

　

以
上
か
ら
、
町
家
の
富
裕
表
現
が
、
神
戸
市
博
本
↓
林
家
本
・
大
阪
市
美
本

↓
萬
野
Ａ
本
と
い
う
順
で
多
層
・
多
様
化
の
方
向
へ
と
段
階
的
に
強
ま
り
、
そ

れ
は
諸
本
の
制
作
年
代
の
下
降
と
同
期
、
連
動
し
て
い
る
と
み
な
す
こ
と
が
で

き
る
。
洛
中
洛
外
図
の
景
観
類
型
と
し
て
は
同
一
系
統︵
科
研
Ｃ
群
︶に
あ
り
、

か
つ
制
作
年
代
の
幅
と
し
て
も
四
半
世
紀
ほ
ど
の
間
に
位
置
す
る
四
作
例
だ

が
、
町
家
の
富
裕
表
現
と
い
う
点
で
は
画
一
化
、
類
型
化
が
み
ら
れ
ず
、
む
し

ろ
案
外
明
確
に
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
差
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
メ
ジ
ャ
ー
を
備
え

て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

小
結

　

以
上
、
前
稿﹁
大
阪
市
立
美
術
館
蔵﹁
洛
中
洛
外
図
屏
風
﹂︵
田
万
家
旧
蔵
本
︶

の
研
究
﹂
の
補
論
と
し
て
、
大
阪
市
美
本
を
中
心
に
描
か
れ
た
町
家
の
建
築
表

現
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
土
蔵
造
や
土
塗
格
子
︵
ム
シ
コ
︶
な
ど
、
各
種
富
裕

表
現
に
注
目
す
る
近
年
の
絵
画
史
料
論
的
な
視
点
に
よ
り
つ
つ
大
阪
市
美
本
の

描
写
を
検
証
し
、
寛
永
初
頭
頃
の
京
都
の
町
並
み
の
多
層
・
多
様
化
の
一
端
を

う
か
が
っ
た
。

　

ま
た
町
家
の
富
裕
表
現
と
作
品
の
制
作
年
代
の
同
期
・
連
動
性
に
つ
い
て
も

若
干
の
考
察
を
試
み
、
慶
長
末
か
ら
寛
永
前
期
の
様
相
を
と
ら
え
た
。
も
と
よ

り
ご
く
限
定
的
な
作
例
間
で
の
検
討
を
も
と
に
推
考
を
重
ね
た
も
の
で
あ
り
、

確
か
な
論
証
へ
と
発
展
さ
せ
る
に
は
、今
後
異
な
る
作
品
系
統
に
対
し
て
検
証
、

分
析
を
広
げ
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。
洛
中
洛
外
図
以
外
の
遊
楽
図
、
祭
礼
図
、

南
蛮
屏
風
な
ど
、
町
家
の
建
築
表
現
を
豊
富
に
含
む
風
俗
画
諸
画
題
も
貴
重
な

情
報
源
で
あ
り
、
改
め
て
注
意
を
向
け
て
取
り
扱
う
こ
と
を
期
し
た
い
。
前
稿

の
総
論
と
も
合
わ
せ
、ま
ず
は
大
方
か
ら
の
ご
教
示
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
る
。

註１　

谷
直
樹
﹁
京
の
町
並
み
﹂、﹃
近
世
風
俗
図
譜 

第
三
巻 

洛
中
洛
外
︵
一
︶﹄︵
小
学
館
、

昭
和
五
十
八
年
︶
所
収
。
同
上
﹁
洛
中
洛
外
図
の
世
界 

屏
風
絵
に
見
る
京
都
中
世
の

暮
し
﹂、﹃
京
の
歴
史
と
文
化
４ 

戦
国
・
安
土
・
桃
山
時
代 

絢 

天
下
人
の
登
場
﹄︵
講

談
社
、
平
成
六
年
︶
所
収
。

２　

①
丸
山
俊
明﹃
京
都
の
町
家
と
町
な
み
│
何
方
を
見
申
様
に
作
る
事
、
堅
仕
間
敷
事
﹄、

昭
和
堂
、
平
成
十
九
年
。
②
同
上
﹃
京
都
の
町
家
と
聚
楽
第
│
太
閤
様
、
御
成
の
筋

に
つ
き
﹄、
昭
和
堂
、
平
成
二
十
六
年
。
上
記
①
、
②
そ
れ
ぞ
れ
﹃
同
書
﹄
の
各
章
を

編
む
初
出
論
文
。
③
高
屋
麻
里
子
﹁
町
家
と
土
蔵
の
変
遷
│
林
原
本
﹃
洛
中
洛
外
図

屏
風
﹄
の
画
像
史
料
研
究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
詳
細
閲
覧
よ
り
│
﹂、﹃
第
二

定
型
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
総
合
的
研
究　

二
〇
〇
二
～
二
〇
〇
四
年
度
科
学
研
究
費

補
助
金　

基
盤
研
究︵
Ａ
︶︵
１
︶研
究
成
果
報
告
書
﹄︵
代
表
研
究
者
・
黒
田
日
出
男
、

平
成
十
七
年
︶所
収
。④
同
上﹁
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
描
か
れ
た
町
家
と
土
蔵
の
変
遷
﹂、

﹃
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
﹄
六
〇
七
号
、
平
成
十
八
年
。

３　

前
掲
註
２
①
、
②
丸
山
﹃
同
書
﹄。

４　

①
﹃
日
本
屏
風
絵
集
成　

第
十
一
巻　

風
俗
画
│
洛
中
洛
外
﹄︵
講
談
社
、
昭
和
五
十
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三
年
︶、
狩
野
博
幸
﹁
図
版
解
説
№
25
・
26
﹂。
②
京
都
国
立
博
物
館
編
﹃
洛
中
洛
外

図　

都
の
形
象
│
洛
中
洛
外
の
世
界
﹄︵
淡
交
社
、
平
成
九
年
︶、﹁
図
版
解
説
116
﹂
に

も
同
氏
の
ほ
ぼ
同
文
が
載
る
。

５　

前
掲
註
２
②
丸
山
﹃
同
書
﹄
第
八
章
。

６　

同
右
。

７　

前
掲
註
４
②
﹃
同
書
﹄、
№
12
作
品
図
版
参
照
。

８　

前
掲
註
４
①
﹃
同
書
﹄、
№
53
・
66
作
品
図
版
参
照
。

９　

前
掲
註
４
②
﹃
同
書
﹄、
№
11
作
品
図
版
参
照
。

　

本
稿
へ
の
写
真
掲
載
を
ご
許
可
い
た
だ
い
た
作
品
ご
所
蔵
者
、
ご
所
蔵
機
関
に
対
し
ま

し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
表
】

【右隻】 「洛中洛外図屏風」・大阪市美本

【図15】 【図13】 【図12】 【図９】 【図２】 【図１】

㉜ ㉛ ㉚ ㉙ ㉘ ㉗ ㉖ ㉕ ㉔ ㉓ ㉒ ㉑ ⑳ ⑲ ⑱ ⑰ ⑯ ⑮ ⑭ ⑬ ⑫ ⑪ ⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①

庭
蔵

表
蔵

町
家

町
家

町
家

庭
蔵

町
家

町
家

表
蔵

町
家

庭
蔵

表
蔵

町
家

　
町
家
？

町
家

町
家

町
家

町
家

町
家

表
蔵

庭
蔵

町
家

町
家

町
家

表
蔵

町
家

町
家

町
家

町
家

表
蔵

町
家

町
家

三
階
建

二
階
建

二
階
建

厨
子
二
階

二
階
建

三
階
建

二
階
建

二
階
建

二
階
建

二
階
建

二
階
建

二
階
建

厨
子
二
階

二
階
建

二
階
建

厨
子
二
階

三
階
建

二
階
建

二
階
建

二
階
建

二
階
建

二
階
建

二
階
建

二
階
建

二
階
建

二
階
建

二
階
建

二
階
建

二
階
建

二
階
建

二
階
建

二
階
建

瓦
葺

瓦
葺

板
葺
石
置

板
葺
石
置

瓦
葺

瓦
葺

板
葺
石
置

板
葺
石
置

瓦
葺

板
葺
石
置

瓦
葺

瓦
葺

板
葺
石
置

瓦
葺

板
葺
石
置

板
葺
石
置

瓦
葺

瓦
葺

杮
葺

瓦
葺

瓦
葺

板
葺
石
置

瓦
葺

杮
葺

瓦
葺

杮
葺

瓦
葺

瓦
葺

板
葺
石
置

瓦
葺

板
葺
石
置

板
葺
石
置

塗
籠

塗
籠

－ － ？
塗
籠

－ －
塗
籠

－
塗
籠

塗
籠

－
真
壁

－ －
真
壁

真
壁

－
塗
籠

塗
籠

－
塗
籠

真
壁

塗
籠

－
真
壁

真
壁

－
塗
籠

－ －

土
塗
格
子

？
面
格
子

な
し

？

土
塗
格
子

出
格
子

板
戸

板
戸

？ ？

土
塗
格
子

？
な
し

？
開
放

な
し

？
開
放

出
格
子

面
格
子

？

土
塗
格
子

開
放

土
塗
格
子

出
格
子

板
戸

土
塗
格
子

板
戸

出
格
子

板
戸

出
格
子

板
戸

出
格
子

板
戸

？
板
戸

？

－ － 〇 〇 － － － 〇 － － － － 〇 － 〇 － － － － － － － － － － － － － 〇 － 〇 〇

－ － － －
な
し

－

土
塗
格
子

－ －
な
し

－ － － － － － － － － － － － －

土
塗
格
子

－

土
塗
格
子

－ － － － －

土
塗
格
子

－ － －
通
庇

－ － － － － － － －
通
庇

－

二
階
・
無
人

通
庇

－

二
階
・
無
人

通
庇

二
階
・
有
人

－－

二
階
・
無
人

通
庇

－ － － － － － － － －

－ －

●
白
色
無
地

●
檜
皮
色
無
地

▲
紺
色
無
地

－ －

■
紺
色
無
地

●
丸
に
桔
梗

■
浅
葱
色
無
地

－ － － －

▲
二
つ
雁
金

－ －

●
菱
に
三
つ
引

■
菱
に
二
つ
引

▲
紺
色
無
地

－ －

●
宝
珠

▲
平
四
つ
目

－－ －

●
鼠
色
無
地

●
蓑
亀

－

●
入
山
形
に
久
留
子

●
笠
松

●
富
士

●
松
樹

－

●
丸
に
叶
字

－

【図５】

暖
簾
・
長
暖
簾

●▲
水
引
　
■
日
除

【図14】 図版

そ
の
他

町
家

№

【図８】【図10】【図11】

階
層

屋
根

漆
喰

二
階
表

開
口
部

卯
建

【図７】 【図４】 【図３】

左
隻

右
隻

突
出
内
蔵

開
口
部

階
層

町
家

№

そ
の
他

町
家

種
類

屋
根

二
階
表

開
口
部

卯
建

漆
喰

突
出
内
蔵

開
口
部

図版

町
家

種
類

【図６】

●
暖
簾
・
長
暖
簾

▲
水
引
　
■
日
除

のれんのれん



─ 9 ─

【左隻】

【図15】 【図13】 【図12】 【図９】 【図２】 【図１】

㉜ ㉛ ㉚ ㉙ ㉘ ㉗ ㉖ ㉕ ㉔ ㉓ ㉒ ㉑ ⑳ ⑲ ⑱ ⑰ ⑯ ⑮ ⑭ ⑬ ⑫ ⑪ ⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①

庭
蔵

表
蔵

町
家

町
家

町
家

庭
蔵

町
家

町
家

表
蔵

町
家

庭
蔵

表
蔵

町
家

　
町
家
？

町
家

町
家

町
家

町
家

町
家

表
蔵

庭
蔵

町
家

町
家

町
家

表
蔵

町
家

町
家

町
家

町
家

表
蔵

町
家

町
家

三
階
建

二
階
建

二
階
建

厨
子
二
階

二
階
建

三
階
建

二
階
建

二
階
建

二
階
建

二
階
建

二
階
建

二
階
建

厨
子
二
階

二
階
建

二
階
建

厨
子
二
階

三
階
建

二
階
建

二
階
建

二
階
建

二
階
建

二
階
建

二
階
建

二
階
建

二
階
建

二
階
建

二
階
建

二
階
建

二
階
建

二
階
建

二
階
建

二
階
建

瓦
葺

瓦
葺

板
葺
石
置

板
葺
石
置

瓦
葺

瓦
葺

板
葺
石
置

板
葺
石
置

瓦
葺

板
葺
石
置

瓦
葺

瓦
葺

板
葺
石
置

瓦
葺

板
葺
石
置

板
葺
石
置

瓦
葺

瓦
葺

杮
葺

瓦
葺

瓦
葺

板
葺
石
置

瓦
葺

杮
葺

瓦
葺

杮
葺

瓦
葺

瓦
葺

板
葺
石
置

瓦
葺

板
葺
石
置

板
葺
石
置

塗
籠

塗
籠

－ － ？
塗
籠

－ －
塗
籠

－
塗
籠

塗
籠

－
真
壁

－ －
真
壁

真
壁

－
塗
籠

塗
籠

－
塗
籠

真
壁

塗
籠

－
真
壁

真
壁

－
塗
籠

－ －

土
塗
格
子

？
面
格
子

な
し

？

土
塗
格
子

出
格
子

板
戸

板
戸

？ ？

土
塗
格
子

？
な
し

？
開
放

な
し

？
開
放

出
格
子

面
格
子

？

土
塗
格
子

開
放

土
塗
格
子

出
格
子

板
戸

土
塗
格
子

板
戸

出
格
子

板
戸

出
格
子

板
戸

出
格
子

板
戸

？
板
戸

？

－ － 〇 〇 － － － 〇 － － － － 〇 － 〇 － － － － － － － － － － － － － 〇 － 〇 〇

－ － － －
な
し

－

土
塗
格
子

－ －
な
し

－ － － － － － － － － － － － －

土
塗
格
子

－

土
塗
格
子

－ － － － －

土
塗
格
子

－ － －
通
庇

－ － － － － － － －
通
庇

－

二
階
・
無
人

通
庇

－

二
階
・
無
人

通
庇

二
階
・
有
人

－－

二
階
・
無
人

通
庇

－ － － － － － － － －

－ －

●
白
色
無
地

●
檜
皮
色
無
地

▲
紺
色
無
地

－ －

■
紺
色
無
地

●
丸
に
桔
梗

■
浅
葱
色
無
地

－ － － －

▲
二
つ
雁
金

－ －

●
菱
に
三
つ
引

■
菱
に
二
つ
引

▲
紺
色
無
地

－ －

●
宝
珠

▲
平
四
つ
目

－－ －

●
鼠
色
無
地

●
蓑
亀

－

●
入
山
形
に
久
留
子

●
笠
松

●
富
士

●
松
樹

－

●
丸
に
叶
字

－

【図５】

暖
簾
・
長
暖
簾

●▲
水
引
　
■
日
除

【図14】 図版

そ
の
他

町
家

№

【図８】【図10】【図11】

階
層

屋
根

漆
喰

二
階
表

開
口
部

卯
建

【図７】 【図４】 【図３】

左
隻

右
隻

突
出
内
蔵

開
口
部

階
層

町
家

№

そ
の
他

町
家

種
類

屋
根

二
階
表

開
口
部

卯
建

漆
喰

突
出
内
蔵

開
口
部

図版

町
家

種
類

【図６】

●
暖
簾
・
長
暖
簾

▲
水
引
　
■
日
除

のれんのれん



─ 10 ─

【図１】

●①

【図２】

●②

【図３】

●③

●④●⑤

【図４】

●⑥

●⑦

【図６】

●⑩

●⑪
●⑫

【図５】

●⑧

●⑨



─ 11 ─

【図７】

●⑭●⑬

【図８】

●⑮
●⑯

●⑰

●⑱

【図９】

●⑲

【図10】

●⑳

●�●�

●�

【図11】

●�

●�

●�

【図12】

●�



─ 12 ─

【図16】神戸市博本の町家（右隻）
　　　　「洛中洛外図屏風」神戸市立博物館蔵

【図17】林家本の町家（右隻）

【図18】萬野Ａ本の町家（左隻）
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